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○平成27年度の活動について

１．子ども霞が関見学デーへ参加 1頁

２．高校等キャラバンの開催 2頁

●実施状況及びアンケート結果

●キャラバン用座学教材について

３．「建設現場へGO!」におけるコンテンツの拡充 6頁

●電子ライブラリーの開設

●「18歳のハローワーク」みんなでつくる建設現場

●その他コンテンツ

４．広報ツールの展開 9頁



【建設産業戦略的広報推進協議会 実施プログラム】
○職人さんになってみよう！
〈協力団体〉

(一社)日本左官業組合連合会、東京都左官組合連合会
(一社)日本造園組合連合会、(一社)日本アンカー協会

○乗ってみよう！「はたらくくるま」！
〈協力団体〉

(一社)全国建設業協会、(一社)東京建設業協会、西松建設(株)
○参加者へのグッズ配布
〈協力団体〉

(一社)日本建設業連合会、(一社)全国建設業協会、(一社)北海道建設業協会、
(一社)東京建設業協会、 (一社)京都府建設業協会、 (一社)全国中小建設業協会、
(一社)全国タイル業協会、 (独法)勤労者退職金共済機構建設業退職金共済事業本部、
東日本建設業保証(株)

１．「子ども霞が関見学デー」へ参加

毎年夏に小・中学生を対象とし府省庁等で開催しており、ものづくりの素晴らしさを
体験してもらうと同時に、建設業の社会的な役割を理解してもらうため、建設機械の試
乗体験や左官、造園職人の指導のもと体験型プログラムを実施。

実 施 日：平成27年7月29日～30日
来場者数：3,225名
※国交省として初の3,000名超え。前年比6割増

【省庁別来場者数ランキング】(前年比)
1位 農水省 4,787名 ＋０.３％
2位 文科省 4,638名 ＋１７％
3位 国交省 3,225名 ＋５８％
4位 厚労省 2,884名 ＋８１％ (昨年第5位)
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２．高校等キャラバンの開催

業界・外部有識者・行政が一体となって工業高校生等にface to faceで
建設業の役割や魅力などを直接語りかけ交流する高校等キャラバンを開催。
本年度は、対象を小中学校、高校の普通科まで拡大し実施。

地
区

学校名 学科名 対象学年・人数 開催日 協力団体等

埼
玉

さいたま市立
新和（にいわ）小学校

－ 6年生 27名 10/26（月） 関東地方整備局
（公社）土木学会

さいたま市立
春里（はるさと）中学校

－ 1年生 260名 10/31（土）

関東地方整備局
（公社）土木学会

（一社）埼玉県左官業協会
(株)アキュラホーム
大和ハウス工業(株)

埼玉県立
春日部（かすかべ）
工業高等学校

建築科 2年生 75名 2/3（水） (株)JM

埼玉県立
鳩山（はとやま）
高等学校

普通科 2年生 53名
2/18（木） －

情報管理科 2年生 42名

【春里中学校 アンケート結果】回答生徒数234人、回答率100％
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●実施状況及びアンケート結果



【春日部工業高等学校 アンケート結果】 回答生徒数74人、回答率100％

【新和小学校 アンケート結果】 回答生徒数26人、回答率100％

【鳩山高等学校 アンケート結果】 回答生徒数17人、回答率100％

生徒たちの主な感想

・地滑りがなぜ起こるのか知れて良

かった。それと鉋はとても難しかった
けどとても楽しかった。壁塗りもとても
楽しく、将来やりたいと思った。

・左官工事が一番印象に残っていて、

私の夢が左官職人なのでとても嬉し
かった。

・正直、建設業はつらいという印象

があったけど、今日の講演でその印
象が少なくなった。

・自分が将来就きたいと思う仕事の
バリエーションが広がって良かった。

・建設業がどのように働いているかを

知れて良かった。建設業は建てるの
みじゃなく直したり人の命も守ってい
ると分かった。

・模型で説明してくれたので分かり
やすく、興味を持つことができた。建
設業の人たちは誰かのために仕事を
していてかっこいいと思った。

・とても良かったし、興味を持てた。
建設業もいいなと思った

・オリンピックには間に合わないけど、
ダンプを乗って泥を沢山運んだり、建
物を建てて喜んでもらいたい。

・つらいこともあるだろうけど、自分の
やりたいことをできて、何かつくりあげ
たときは気持ちがいいだろうと思う。

・今回のキャラバンで色々自分の考
えが変わった。成績が悪いことで自分
のやりたい事ができなくならないよう
に一生懸命勉強して、成績を上げる
努力をしないといけないと思った。
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●キャラバン用座学教材について

【教材（パワーポイント）構成】

●建設業の仕事について
・構造物の紹介
・建築・土木の仕事
●建築・土木に関するクイズ
●職種について
・建設業は多くの人（職種）がチームで仕事
・工程順に職種を説明
・木造住宅ができるまで
●女性技術者・技能者の活躍
●建設業における災害時等の活動
●海外における日本の建設業
●建設業における日本の最先端技術
※構成は、必要応じて、追加・修正・削除が可能

賛

○教材（パワーポイント）は、建設業の仕事や役割、魅力などを伝える構成になっており、座学の対象者や
講義時間等に応じて追加・削除等のカスタマイズが可能。

○他の地域においても、より活用しやすいよう、各画面については、講師用のシナリオを用意。

○また、追加の教材として、技術者・技能者に、それぞれの仕事内容、魅力などをインタビューした動画
（各5分程度）も作成。

※使用については、専用ホームページからダウンロードしていただくことになり、当面の間、「人材協 協
賛団体」のみの使用となります。

教材の特徴
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チームワークで仕事
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追加教材（動画）

【とび（建築・技能者編）】 【トンネル工事（土木・技術者編）】
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各スライドの概要



３．「建設現場へGO!」におけるコンテンツの拡充
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○動画で観る、知る、働く ○建設現場見学会・出前講座の開催応援団
行政、団体、企業が制作・公開している動画やCMを集約 現場見学会や出前講座等を実施している団体等の情報を集約

●その他コンテンツ
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●「建設現場へＧＯ！」のロゴマーク 案内配布数：510件
若者に建設業を知ってもらうため、「未来をつくる君たちへ」をキャッチコピーと
してロゴマークを作成。建設産業における広報活動の際、積極的に活用いただく
とともに各団体のホームページにバナー展開依頼。

【配布先】
○教育機関（建設系工業高等学校等） 310件
○建設業団体 200件

●「建設現場へＧＯ！」ポスター 配布部数：約2,000枚
ホームページ「建設現場へＧＯ！」について、周知用ポスターを作成。

【配布先】
○教育機関（建設系工業高等学校等） 303件
○建設業団体 196件

●「ニッポンをつくる人たち まもる人たち」 配布部数 約10万部
モノができる工程に沿ってイラストで紹介。また、建設業の仕事にかかわる設
計士、現場監督である技術者、職人である技能者の仕事内容とそのチームワー
クを知ってもらえるパンフレット。
【配布先】
○行政等 （国交省・各地方整備局・都道府県・ハローワーク） 496件
○建設業団体 196件
○教育関係（建設系工業高等学校 他） 303件

４．広報ツールの展開
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